
─ 1 ─

海・人・自然（東海大博研報），2008，９，１－９
Sci. Rep. Mus. Tokai Univ. ，2008，９，１－９

静岡県掛川市の上部鮮新統掛川層群大日層から産出した
ヒゲクジラ亜目鯨類の下顎骨片化石１）

新　村　龍　也２）・大　石　雅　之３）・柴　　正　博４）

Fragmental Mandibles of Mysticete Cetaceans from the Upper Pliocene
of Kakegawa, Shizuoka Prefecture, Central Japan １）

Tatsuya SHINMURA2）, Masayuki OISHI3） and Masahiro SHIBA4）

Abstract

Two fragmental mandibles (NHMT-V294 and NHMT-V295) are described here from the Dainichi

Formation of the Kakegawa Group distributed in Shizuoka Prefecture, central Japan. NHMT-V294 and

NHMT-V295 are both fragmental mandibles in different animals: the former is anterior parts of the horizon-

tal ramus and the latter is posterior parts around the coronoid process. The geologic age of the specimens

is thought to be approximately 2.1 Ma based on the fission track dating of ash layers. Identification of the

specimens is as follows: NHMT-V294, Balaenopteridae gen. et sp. indet. ; NHMT-V295, Balaenopteridae or

Eschrichtiidae gen. et sp. indet. The specimens reported here are the first records of mysticete cetaceans

from the Kakegawa Group. 
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は じ め に

静岡県西部の掛川
かけがわ

市から袋井
ふくろい

市に分布する掛川層

群大日
だいにち

層は，暖流系の貝類化石を中心とする掛川動

物群（Otuka, 1939）を産出することで知られ，こ

れまでに数多くの研究が行われてきた．しかし一方

で，哺乳類化石に関する研究は少なく，クジラ目・

カイギュウ目・イノシシ科・シカ科に属する断片的

な標本が報告されているのみである（田中，

1986 ；新村ほか，2001，2005）．

大日層から比較的多く産出している哺乳類化石は

クジラ（目）類である．これまでにハクジラ（亜目

類の歯や下顎骨片が報告やリスト，図版などで知ら

れ（Tomida and Sakura, 1980 ；田中，1986 ；掛川

市教育委員会，1993），これら以外に新村ほか

（2001）によって，亜目レベルでの同定を行ってい

ない肋骨と尾椎化石を含む断片的な標本が報告され

ている．このように，大日層からのクジラ類化石は

科レベルで同定された標本もなく，ヒゲクジラ（亜

目）類においてはその産出さえ報告されていないの

が現状であった．

ここで報告する標本は，下顎骨片化石であり，掛

川層群で初めて同定されたナガスクジラ科

Balaenopteridae やコククジラ科 Eschrichtiidae に



─ 2 ─

新　村　龍　也 ・ 大　石　雅　之 ・ 柴　　正　博

Fig. 1 Locality maps, (A) index map, the black dot is the study area; (B) locality map of the site (black dot)
where the fossil mysticete cetaceans were found plotted on 1:25000-scale topographic map, Quadrangle
"Kakegawa", Geographical Survey Institute of Japan. 

属するヒゲクジラ類である．本稿では，その産出に

ついて報告する．

材料と方法

本報告では，東海大学自然史博物館に所蔵されて

いるヒゲクジラ類の下顎骨片２標本を使用した．標

本番号は Natural History Museum of Tokai

University の略である NHMT と Vertebrate の V

を冠して NHMT-V294 と NHMT-V295 とされてい

る．

これらの標本は掛川市上屋敷
かみやしき

西郷，倉真
くらみ

川西側で

掛川バイパスの南側（Fig. 1）に露出する掛川層群

上部層大日層から産出した（Fig. 2）．この産出地

点は，柴ほか（2001）が報告した東海大学自然史博

物館における鯨類化石発掘地とほぼ同地点にあた

り，ここには黄灰色の細粒砂層の上位に青灰色のシ

ルト質砂層が分布し，シルト質砂層には 4層の貝殻

集積層が挾在している．これらの貝殻集積層は，柴

ほか（2001）によれば，外浜や内側陸棚に集積した

遺骸群が外側陸棚～陸棚斜面に存在したチャネルに

運搬・堆積して形成されたと考えられる．

本稿で報告する標本は，柴ほか（2001）が鯨類化

石発掘を行った地点より約 50 ｍ西側から産し，鯨

類化石発掘を行った貝殻集積層（第Ⅱ貝化石層）の

やや上位の層準，第Ⅲおよび第Ⅳ貝化石層が挾在す

る層準が露出する地点における宅地造成工事中に，

藤田和美氏および田辺　積氏によって発見されたも

のである．

本報告の標本は，ヒゲクジラ類の現生または化石

に関する文献を用いて比較を行った．なお，使用し

た標本はそれぞれ 2つずつの骨片からなるため，本

報告では説明のために NHMT-V294 の後方の下顎

骨片をNHMT-V294-1，前方をNHMT-V294-2 とし，

NHMT-V295 の後方の下顎骨片を NHMT-V295-1，

前方をNHMT-V295-2 とした．

古生物学的記載

Order Cetacea Brisson, 1762 鯨目

Suborder Mysticeti Flower, 1864 ヒゲクジラ亜目

Family Balaenopteridae Gray, 1864 ナガスクジラ科

Balaenopteridae gen. et sp. indet.

（Figs. 3 and 4）

標本： NHMT-V294（Fig. 3）．左下顎骨片．本標

本は大小 2つの骨片からなり，藤田和美氏（後方：
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NHMT-V294-1）と田辺　積氏（前方： NHMT-

V294-2）によってそれぞれ採集された．両下顎骨

片は同一地点の同一層準より産出し，その大きさや

断面形態，海底での姿勢や続成過程を示す腹側の顕

著な腐食の跡が似ているため，接合されないものの

同一下顎骨標本と判断される．

産地：掛川市上屋敷西郷，倉真川西側で掛川バイパ

スの南側（Fig. 1）．

地層と年代：掛川層群上部層大日層のシルト質砂層

に挟有する貝殻集積層から産出した．掛川層群上部

層は火山灰層の累重様式をもとに，下位から上内田
かみうちだ

層，大日層，土方
ひじかた

層に分けられ（柴ほか，2000,

2007; 柴，2005），大日層は内側陸棚の堆積相を示

す砂層（いわゆる大日砂層）と，外側陸棚の堆積相

を示すシルト質砂層（いわゆる天王
てんのう

シルト質砂層）

からなる（柴ほか，2000）．本標本が産出した層準

は，柴ほか（2007）の大日層のパラシーケンスセッ

ト PD2 に当たり（Fig. 2），その年代は上内田層の

基底の堀田
ほっ た

火山灰層（白岩
しらいわ

火山灰層）が 2.25Ma に

相当し（Nagahashi and Satoguchi，2007），土方層

の下部の火山灰層が 1.9 ± 0.4Ma とされること

（Shibata et al. 1984）から，後期鮮新世の約 2.1Ma

と考えられる．

記載：本標本は左下顎骨の前位部が保存された骨片

化石である（Fig. 4）．断面形態の内側は，平面状

から前方に向かってふくらんでくる．外側はふくら

み，上部から前方に向かって中部へふくらみは移る．

断面形態の背側はまるみを帯び，腹側は前方に向か

って鋭角からまるみを帯びてくる．背側面にはオト

ガイ孔（mental foramen）に続く溝が見られる．

破断面には下顎管（mandibular canal）と 5 つの

gingival foramina（Kellogg, 1968）が見られる．破

断面には骨表面にほぼ同心円状の緻密な層が，少な

くとも 3層肉眼で観察される．前位端と外側面の腹

側が腐食する．断面（Fig. 4）の計測値は，

NHMT-V294-1 の背腹方向の径が 170mm，内外方

向の径が 89mm，NHMT-V294-2 の背腹方向の径が

170mm（推定），内外方向の径が 96mm（推定）で

ある．

Fig. 2 Depositional section of the formations (systems tracts) including their parasequence sets in the Upper
Kakegawa Group plotted against geological time. The figure of Shiba et al. (2007) is modified. The horizon
and location is shown by X in PD2 of the Dainichi Formation. A-O: Locations of the geological columns
were showen in Fig.2 of Shiba et al. (2007). Abbreviations of volcanic ash beds: Ho, Hotta; Io, Iozumi; Nh,
Nishihirao; Hh, Higashihirao; Nn, Nanamagari-ike; Oi, Oike; Kr, Krodo; Hs, Hosoya; Ak, Akane; In, Inter V;
Km, Kamenoko; Kj, Ketsuenji; Ke, ketsuenji-oku; On, Onuki; Ha, Haruoka; Kh, Kamihijikata; Kk, Kawakubo;
Kt, Kamatahigashi; Wa, Watanabe-ike; Ht, Hatagaya; Im, Imataki-kita; Ng, Nagaya-ike; Os, Osaka.
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Family Balaenopteridae Gray, 1864 or 

Eschrichtiidae Ellerman et Morrison-Scott, 1951 

ナガスクジラ科またはコククジラ科

Balaenopteridae or Eschrichtiidae

gen. et sp. indet.

（Figs. 5 and 6）

標本： NHMT-V295（Fig. 5）．右下顎骨片．本標

本は大小 2つの骨片からなり，藤田和美氏により転

石として採集された．その大きさや断面形態，クラ

ックの入り方や明褐色の化石表面が似ていることか

ら，接合されないものの同一下顎骨標本と判断され

る．

産地：掛川市上屋敷西郷，倉真川西側で掛川バイパ

スの南側（Fig. 1）．

地層と年代：掛川層群上部層大日層のシルト質砂層

から産出し，本標本は転石として採集されたため正

確な産出層準は不明であるが，柴ほか（2007）の大

日層のパラシーケンスセット PD2 に当たり（Fig.

2），その年代は前述したように後期鮮新世の約

2.1Ma と考えられる．

記載：本標本は右下顎骨の筋突起より前位が保存さ

れた骨片化石である．断面形態の内側はややふくら

む．外側はふくらみ，下部から前方に向かって中部

にふくらみは移る．断面形態の背側には外側にやや

傾く稜があり，前方に向かって急速に低くなる．腹

側はまるみを帯びた状態から前方に向かって鋭角に

なる．内側面上部には一つの gingival foramen

Fig. 4 The left mandible (NHMT-V294) of Balaenopteridae
gen. et sp. indet. and its cross sections. (A) lateral view
of NHMT-V294-1; (B) lateral view of NHMT-V294-2; (C)
cross section (anterior view) of NHMT-V294-1; (D)
cross section (anterior view) of NHMT-V294-2.

Fig. 3 The left mandible (NHMT-V294) of Balaenopteridae gen. et sp. indet. (A) lateral view of NHMT-V294-1;
(B) lateral view of NHMT-V294-2; (C) medial view of NHMT-V294-1; (D) medial view of NHMT-V294-2; (E)
anterior view of NHMT-V294-1; (F) posterior view of NHMT-V294-1; (G) posterior view of NHMT-V294-2.
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（Kellogg, 1968）が見られる．オトガイ孔は見られ

ない．破断面に見られる下顎管は前方に向かって小

さくなる．破断面には骨表面にほぼ同心円状の緻密

な層が，少なくとも 2 層肉眼で観察される．断面

（Fig. 6）の計測値は，NHMT-V295-1 の背腹方向の

径が 130mm（推定），内外方向の径が 52mm，

NHMT-V295-2 の背腹方向の径が 95mm，内外方向

の径が 51mmである．

考　　　察

大日層産ヒゲクジラ亜目化石

Deméré（1986）は，北米西岸の上部鮮新統産ナ

ガスクジラ科鯨類の下顎骨を検討する中で，重要な

形質を整理し，混乱しているヒゲクジラ類化石の分

類の再編を試みている．長澤（1994）はヒゲクジラ

類各科（ナガスクジラ科 Balaenopteridae, コクク

ジラ科Eschrichtiidae, セミクジラ科Balaenidae, ケ

トテリウム科 Cetotheriidae）の下顎骨の形態を検

討し，下顎骨標本について科レベルでの同定が可能

であることを示した．大石・田鎖（1995）は

Deméré（1986）および長澤（1994）をもとに，ヒ

Fig. 5 The right mandible (NHMT-V295) of Balaenopteridae or Eschrichtiidae gen. et sp. indet. (A) lateral view
of NHMT-V295-1; (B) lateral view of NHMT-V295-2; (C) medial view of NHMT-V295-2; (D) medial view of
NHMT-V295-1; (E) posterior view of NHMT-V295-1; (F) anterior view of NHMT-V295-1; (G) anterior view of
NHMT-V295-2; (H) posterior view of NHMT-V295-2.
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ゲクジラ類を分類するのに有効な形質について述

べ，青森県八戸市の上部鮮新統産下顎骨を

Balaenoptera sp.とした．ここでは，主として長澤

（1994）に基づいて科のレベルの比較を行う．

長澤（1994）によると，ヒゲクジラ類の水平枝の

断面形態は，特に中位部に科の特徴が現れ，それぞ

れ Balaenopteridae の水平枝中位部の断面形態は，

内側が平面状で外側上部がふくらみ，腹側縁が鋭角

的な半長円形状をなすとされ，Eschrichtiidae は内

側が平面状で外側下部がふくらみ，背側縁が鋭角的

な半長円形状をなし，Balaenidae は内外側がふく

らむ亜円形状，Cetotheriidae は内外側がふくらむ

長円形状をなすとされる．なお，現生種のみが知ら

れるコセミクジラ科Neobalaenidae のコセミクジラ

Caperea marginataについては高さに比較して幅

が薄く特異なため（大石，1997），ここでは比較か

ら除外する．

本報告の NHMT-V294 は前位部であるが，特に

NHMT-V294-1（後方）では，中位部の特徴をも持

つと考えられることと，それぞれの科の特徴が中位

部でもっとも顕著に現れるため，ヒゲクジラ亜目下

顎骨の中位部から前位部の断面形態の比較を文献

（Kellogg, 1968 ；長澤，1994 ； Kimura, 2002）の

図で行った．なお，NHMT-V294 の断面形態の内側

は平面状から前方に向かってふくらむようになり，

外側のふくらみは上部から前方に向かって中部へ移

る．背側はまるみを帯び，腹側は鋭角から前方に向

かってまるみを帯びてくる特徴がある．

比較の結果，Balaenopteridae の中位部から前位

部は，NHMT-V294 と異なる箇所は見られない．

Eschrichtiidae の中位部から前位部は，外側下部が

ふくらみ，背側には稜が発達することで NHMT-

V294 と異なる．Balaenidae の中位部から前位部の

外側のふくらみは前方に向かって下部から中部へ移

ることで NHMT-V294 とは異なる．さらに，

Balaenidae に含まれるセミクジラ Eubalaena

glacialisの中位部から前位部の内側は，前方にふ

くらんだ状態から陥凹することで NHMT-V294 と

は異なり，ホッキョククジラ Balaena mysticetus

の中位部から前位部の内側はふくらむことで

NHMT-V294 とは異なる．Kellogg（1968）が報告

したCetotheriidae（Parietobalaena palmeri）の中

位部から前位部は，内側がふくらみ，腹側はまるみ

を帯びた状態から前方に向かって鋭角になることで

NHMT-V294 と異なる．Kimura（2002）が報告し

たCetotheriidae gen. et sp. indet.の中位部から前位

部は，内側が前方にふくらんだ状態から平面状にな

ることで NHMT-V294 とやや似ている．よって

NHMT-V294 は Balaenopteridae に属すると考える

のが妥当であるが， K i m u r a （ 2 0 0 2 ） の

Cetotheriidae gen. et sp. indet.ともやや似ているこ

とと，Cetotheriidae には他にも断面形態が多様な

ものもあるため，候補からはずすことはできない．

次に NHMT-V295 について比較を行う．ヒゲクジ

ラ類各科（Balaenopteridae, Eschrichtiidae,

Balaenidae, Cetotheriidae）のうち，筋突起，もし

くは稜がよく発達する科は Balaenopter idae ,

Cetotheriidae, Eschrichtiidae である（長澤，1994）．

NHMT-V295 は背側稜（筋突起前縁）が前方に向か

って急速に低くなる特徴がある．Balaenopteridae

や Cetotheriidae では筋突起から続く背側稜が，前

方に向かって急速に低くなることで NHMT-V295

と似る．また，Eschrichtiidae は，筋突起は発達し

ないが，背側には稜があり，水平枝の全体を通して

よく発達する（長澤，1994）．NHMT-V295-1（後方）

Fig. 6 The right mandible (NHMT-V295) of
Balaenopteridae or Eschrichtiidae gen. et sp. indet. and
its cross sections. (A) lateral view of NHMT-V295-1; (B)
lateral view of NHMT-V295-2; (C) cross section (anterior
view) of NHMT-V295-1; (D) cross section (anterior view)
of NHMT-V295-2; m.c., mandibular canal.
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の背側は強く鋭角で断面形態が Eschrichtiidae と似

るものの，NHMT-V295-2（前方）では稜の発達が

弱いことでやや異なる．このことからNHMT-V295

は Balaenopteridae や Cetotheriidae に類似してい

るが， 断片的な標本であるため Eschrichtiidae も

候補からはずすことはできない．

鮮新統から産出が知られるヒゲクジラ類は

Balaenopteridae, Cetotheriidae, Eschrichtiidae,

Balaenidae である（佐藤ほか，1999 ； Deméré et

al., 2005 ； Fordyce and Muizon, 2001 ； Ichishima

et al., 2006）．そのうちCetotheriidae は，世界各地

の上部漸新統から下部鮮新統にわたる地層から産出

し，多くの属が知られているが，偽系統群であるこ

とが論議され，分類学的な再検討が必要なグループ

であるとされている（Fordyce and Barnes, 1994 ；

Fordyce and Muizon, 2001 ； Kimura and Ozawa,

2002）．しかし，ここではその詳細には立ち入らな

い．日本における Cetotheriidae の産出は下部鮮新

統まで報告されている（Oishi and Hasegawa,

1995a）．Balaenopteridae は現在最も繁栄したヒゲ

クジラ類である．産出は上部中新統から知られ

（Fordyce and Barnes, 1994 ； Fordyce and

Muizon, 2001），日本においても上部中新統からの

報告がリストアップされている（Oishi and

Hasegawa, 1995b）．Eschrichtiidae は，従来上部更

新統までの産出が報告されていたが（Barnes and

McLeod, 1984），近年上部鮮新統からの産出が知ら

れるようになり（佐藤ほか，1999 ； Deméré et al.,

2005 ； Ichishima et al., 2006），北海道天塩町産の

標本ではすでに完全に Eschrichtiidae の特徴を備え

ていることから，その起源の時期はさらに古くなる

と考えられている（Ichishima et al., 2006）．

現在，鮮新統の Cetotheriidae は Herpetocetus

（またはそれに類似する標本）しか知られておらず

（Barnes, 1977 ； Oishi and Hasegawa, 1995a），本

標本（NHMT-V294, NHMT-V295）と比べても非常

に小型であること（長谷川ほか，1985 ；大石，

1987），またその産出は下部鮮新統までしか知られ

ていないことから， Cetotheriidae を棄却した．さ

らにNHMT-V295 は Balaenopteridae に類似してい

るが，Eschrichtiidae を棄却するために十分な部位

が保存されていない．以上により，NHMT-V294 を

Balaenopteridae，NHMT-V295 を Balaenopteridae

または Eschrichtiidae として分類した．

大日層産ヒゲクジラ亜目化石のタフォノミー

Balaenopteridae では，水平枝の前位は外旋して

おり，背側を下に下顎骨を置くと腹側の外側面が真

上をむく．NHMT-V294 は腹側の外側面から前位端

にかけて腐食しており，腹側の外側面から前位端を

露出させ，左下顎骨が欠損の少ない状態で埋積され

たものと考えられる．下顎骨の背側を下に向ける埋

没姿勢は，青森県八戸市の上部鮮新統産

Balaenoptera sp.（大石・田鎖，1995）でも同様であ

る．また NHMT-V294 の下顎管は泥岩により充填

されていることから，当初泥質な海底に埋積された

と考えられるものの，貝類化石を多く含む砂層から

産出していることから，後に再堆積したものである

と考えられる．このことは，これらの貝殻集積層が

外浜や内側陸棚に集積した遺骸群が外側陸棚～陸棚

斜面に存在したチャネルに運搬・堆積して形成され

たと考えられること（柴ほか，2001）とも調和的で

ある．これらの化石集積層からは本報告以前にも大

型のクジラ類の肋骨化石（NHMT-V221）が産出し

ており（新村ほか，2001），今後大日層のシルト質

砂層からは保存状態の良い脊椎動物化石が発見され

る可能性が示唆される．なお，NHMT-V295 の下顎

管は泥岩により充填されているものの転石として採

集されたため，再堆積したかどうかは判断できない．

ま　と　め

本報告では，掛川層群大日層から産出したヒゲク

ジラ類下顎骨片化石について記載し同定を行った．

その結果，内側は前方に平面状からふくらみ，外側

上部もふくらみ，腹側は前方に鋭角からまるみを帯

び，背側ではまるみを帯びるという断面形態や，強

く発達した背側稜（筋突起前縁）が存在すること，

さらに鮮新統から産出している Cetotheri idae

（Herpe toce tus）のサイズや時代の比較から，

NHMT-V294 を Balaenopteridae，NHMT-V295 を

Balaenopteridae または Eschrichtiidae に同定した．

これらの化石は掛川層群から産出した初めてのヒゲ

クジラ類化石となる．
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